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実践女子大学人間社会学部実践「ペルソナ」研究会 

2024 年 12 月 6 日 

実践『ペルソナ』通信（No. 122） 

「イヤホン・ヘッドホン」に関する調査 

 

実践女子大学人間社会学部 実践「ペルソナ」研究会は、実践女子大学生を対象に、女子

大学生の「イヤホン・ヘッドホン」についてアンケート調査を実施しました。 

※実践「ペルソナ」研究会は、実践女子大学人間社会学部における「統計学科（担当：竹

内光悦）」のゼミ生を中心に組織され、実践女子大学生が「自分たち自身」の消費活動、ラ

イフスタイル等を研究する研究会です。 

 

 はじめに 

 女子大生が日ごろから使っている必需品として「イヤホン・ヘッドホン」があります。学

習時や通学時など、「イヤホン・ヘッドホン」を使用する機会は多く、近年では骨伝導イヤ

ホンをはじめとした様々な形態や機能性があります。そこで今回の調査では、いまどきの女

子大生が使用している「イヤホン・ヘッドホン」について調べていきます。 

 

 総括 

 今回の調査を通して、女子大生は全員がイヤホンまたはヘッドホンを所持しており、特に

ワイヤレスイヤホンの所持率が最も高く、通学時に使用する人が多くいました。Apple 製

品を使用している人が多いため、白いイヤホンの使用率が高くなっていると考えられます。

また、女子大生は比較的安価なイヤホン・ヘッドホンを購入している傾向があり、持ち運び

やすさを重視していました。 

 

 Topics 

（１）所有する／最も使用する種類はワイヤレスイヤホンが最多 

（２）最も使用するイヤホン・ヘッドホンの色は白色 

（３）Apple 製品のイヤホン・ヘッドホンを使用している人が最多 

（４）使用年数は 1 年以上 2 年未満が最多で、毎日使用する人が多い 

（５）1 円以上 5,000 円未満のイヤホン・ヘッドホンを使用している人が最多 

（６）使用場面は通学時が最多 

（７）重視するポイントは「持ち運びやすさ」、「音質」、「機能性」の順に高い 

（８）最も使用するイヤホン・ヘッドホンの満足度は高く、不満を持たない人も多い 

（９）音楽アプリのサブスクリプションに約７割が加入している 

（１０）期待する新機能やデザイン 
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 調査担当者 

実践『ペルソナ』研究会 佐々木汐璃・高橋実里・奥田花奈子 

 

 調査概要 

・調査名：「イヤホン・ヘッドホン」に関する調査 

・調査目的：いまどきの女子大生（実践女子大学生）の「イヤホン・ヘッドホン」に関する 

実態把握 

・調査期間：2024 年 11 月 7 日（木）～11 月 13 日（水） 

・調査場所：オンライン 

・調査方法：Google フォームを調査票として用いたウェブ調査および特定の授業での集合 

調査 

・母集団：実践女子大学の学生 

・抽出方法：実践女子大生を対象としたスノーボールサンプリング法 

・有効回答者数：68 名 

・回答者の属性：1 年生（96％）、3 年生（4％） 

 

 調査結果 

（１）所有する／最も使用する種類はワイヤレスイヤホンが最多 

 イヤホン・ヘッドホンを所持しているか調査したところ、68 名中 68 名全員がイヤホ

ンまたはヘッドホンを所持していました。そこで、所有しているすべてのイヤホン・ヘッド

ホンの種類についても調査したところ、「ワイヤレスイヤホン」は 63 人が所有しており、

最も多かったです。続いて、「有線イヤホン」が 47 人、「ワイヤレスヘッドホン」が 10 人、

「有線ヘッドホン」が 3 人、「骨伝導イヤホン」が１人という結果でした（図１）。ほとん

どの人が「ワイヤレスイヤホン」を所有していました。 

 所有しているイヤホン・ヘッドホンの中で最も使用する種類について調査したところ、

「ワイヤレスイヤホン」が 55 人（80.9％）、「有線イヤホン」が 12 人（17.6％）、「ワイ

ヤレスヘッドホン」が 1 人（1.5％）でした（図２）。「ワイヤレスイヤホン」を最も使用し

ている人が多く、「骨伝導イヤホン」や「有線ヘッドホン」を最も使用する人はいませんで

した。 

そのイヤホン・ヘッドホンの最も使用する理由について調査し、ワードクラウドで表現した

ところ、「持ち運ぶ（持ち運び）」や「キャンセル機能」というワードが多かったです（図３）。

「キャンセル機能」というのはノイズキャンセリング機能のことで、持ち運びやすさやノイ

ズキャンセリング機能を理由に使用していました。 
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図 1．所有しているイヤホン・ヘッドホン 

（N = 68） 

図 2．最も使用するイヤホン・ヘッドホン 

（N = 68） 

 

 

図３．そのイヤホン・ヘッドホンを使用する理由（N = 58、自由回答） 

 

（２）最も使用するイヤホン・ヘッドホンの色は白色 

 最も使用するイヤホン・ヘッドホンの色は「白系」が 41 人（60.3％）で最も多く、「黒

系」が 13 人（19.1％）、「ベージュ系」が 6 人（8.8％）、「青系」が 3 人（4.4％）、「ピ

ンク系」と「紫」がどちらも 2 人（2.9％）、「グレー系」が 1 人（1.5％）という結果で

した（図４）。 

 

 

図 4．最も使用するイヤホン・ヘッドホンの色（N = 68） 
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（３）Apple 製品のイヤホン・ヘッドホンを使用している人が最多 

 イヤホン・ヘッドホンのブランドについて調査したところ、「Apple」が 31 人、「SONY」

が 8 人、「Anker」が 4 人、「スリーコインズ」が 2 人、「beats」・「sudio」・「サウンドコ

ア」・「ダイソー」・「Audio-Technica」がどれも 1 人という結果でした（図５）。約半数近

くの人が「Apple」製品のイヤホン・ヘッドホンを使用していました。 

 

 
図 5．使用しているイヤホン・ヘッドホンのブランド（N = 68） 

 

（４）使用年数は 1 年以上 2 年未満が最多で、毎日使用する人が多い 

最も多かった使用年数が「1 年以上 2 年未満」が 21 人（30.9%）で、「1 年未満」が

14 人（20.6%）、「2 年以上～3 年未満」が 13 人（19.1%）、「3 年以上～4 年未満」が

12 人（17.6％）、「4 年以上～5 年未満」が 2 人（2.9%）、「５年以上～6 年未満」2 人

（2.9%）、「未使用」が 2 人（2.9%）、「7 年以上～8 年未満」1 人（1.5%）、「わからな

い・覚えていない」1 人（1.5%）でした（図６）。 

最も多かった使用頻度は「毎日使用する」が 45 人（66.2％）で、「週に 4～6 回程度使

用する」19 人（27.9％）、「月に 2、3 日程度使用する」2 人（2.9%）、「週に 1～3 回

程度使用する 1 人（1.5%）、「それ以下」1 人（1.5%）でした（図７）。 

 

 

図 6．最も使用するイヤホン・ヘッドホン

の使用年数（N = 68） 

図 7．最も使用するイヤホン・ヘッドホン

の使用頻度（N = 68） 
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（５）1 円以上 5,000 円未満のイヤホン・ヘッドホンを使用している人が最多 

最も多かった金額は、「1 円以上～5,000 円未満」が 24 人（35.3%）、「5,000 円以上

～10,000 円未満」が 15 人（22.1%）、「10,000 円以上～15,000 円未満」が 8 人

（11.8%）、「30,000 円以上～35,000 円未満」が 7 人（10.3%）、「25,000 円以上～

30,000 円未満」が 5 人（7.4%）、「15,000 円以上～20,000 円未満」が 4 人（5.9%）、

「20,000 円以上～25,000 円未満」が 3 人（4.4%）となりました（図８）。 

 

 

図 8．最も使用するイヤホン・ヘッドホンの価格（N = 68） 

 

（６）使用場面は通学時が最も多い 

最も多かった使用場面は「通学時」が 54 人（79.4%）、「娯楽時」が 6 人（8.8%）、

「勉強時」が 5 人（7.4%）、「作業時」が 3 人（4.4%）でした（図９）。 

 

 
図 9．最も使用するイヤホン・ヘッドホンで一番頻繁に使用する場面（N = 68） 
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（7）重視するポイントは「持ち運びやすさ」、「音質」、「機能性」の順に高い 

購入する場合に最も重視するポイントは「持ち運びやすさ（重さや大きさ）」が 16 人

（23.5％）、「音質」が15 人（22.1％）、「機能性」13 人（19.1％）、「価格」12人（17.6％）、

「デザイン」5.9％（4 人）、「付け心地」4.4％（3 人）、「ブランド」4.4％（3 人）、「使い

やすさ」2.9％（2 人）ということがわかりました（図 10）。 

 

 
図 10．イヤホン・ヘッドホンを購入する場合に最も重視するポイント（N = 68） 

 

（８）最も使用するイヤホン・ヘッドホンの満足度は高く、不満を持たない人も多い 

 最も使用するイヤホン・ヘッドホンの満足度は、「1 を満足、5 を不満」としたとき、

「1」を選んだ人が 30 人、「2」を選んだ人が 22 人、「3」を選んだ人が 7 人、「4」を選

んだ人が 6 人、「5」を選んだ人が 3 人という結果になりました「1」・「2」を選んだ人が

合わせて 52 人と 7 割以上の人の満足度が高いことがわかりました（図 11）。 

 

 

図 11．最も使用するイヤホン・ヘッドホンの満足度（N = 68） 
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（９）音楽アプリのサブスクリプションに約７割が加入している 

 音楽のサブスクリプションに「加入している」が 47 人（69.1％）、「加入していない」

が 21 人（30｡9％）であり、約 7 割の加入していました（図 12）。 

 

 

図 12．音楽のサブスクリプションに加入しているか（N = 68） 

 

（１０）期待する新機能やデザイン 

期待する新機能やデザインについて、「自分の耳の大きさに合わせたイヤーチップが作れ

るイヤホン（自分の耳の大きさに合わず何度か落としたことがあるから）」、「誰の耳でもフ

ィットするイヤホン」、「すぐに携帯と繋げられる Bluetooth イヤホン」、「充電の持ちがい

い」、「周囲の雑音が気にならない有線イヤホン」、「カラーバリエーション」、「充電が減りに

くい Bluetooth イヤホン」、「長く使っても接続がきれにくく使い続けられる Bluetooth イ

ヤホン」、「充電が必要ない Bluetooth」、「可愛い形のもの」、「耳に優しい」、「小さくて軽

いイヤホン」、「取れにくい、痛くない」、「音漏れしにくいイヤホン」、「充電容量が分かる

Bluetooth イヤホン」、「コード（線）がもう少し長い有線イヤホン」、「無線イヤホンで、耳

から外れた時に通知がくる機能」などの回答を得ました。 

 

 考察 

今回の調査から、イヤホンまたはヘッドホンを全員が所有していました。種類については、

約９割の人がワイヤレスイヤホンを所有しており、続いて、有線イヤホンは約７割の人が所

有していました。イヤホン・ヘッドホンがほぼ全員にとって日常生活に欠かせないアイテム

となっていると考えます。 

所有しているイヤホン・ヘッドホンの中で最も使用する種類についてはワイヤレスイヤ

ホンと回答した人が約 8 割であり、イヤホン・ヘッドホンの最も使用する理由については

「持ち運ぶ（持ち運び）」や「キャンセル機能」が多くいました。これらのことから、女子

大生は持ち運びやノイズキャンセリング機能を重視した結果、ワイヤレスイヤホンを使用

していると考えます。 

ブランドは Apple が最も多く、色は白が多かったです。Apple 製品は白色のワイヤレス

イヤホンや有線イヤホンが多いためこのような結果になったと考えられます。 

使用年数について、「1 年以上 2 年未満」が 30％程と最も多くいました。使用頻度は「毎

日使用する」が 66％程で最も多くいました。金額は、「1 円以上～5,000 円未満」35％程

加入している

69.1%

加入していない

30.9%
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で最も多くいました。使用場面については、「通学時」が 80％程と最も多くいました。 

イヤホン・ヘッドホンを購入する場合に重視するポイントでは「持ち運びやすさ（重さや

大きさ）」と回答した人が 23.5％で最も多く、通学時に使用している人 80％程と最も多い

ことから、通学時に邪魔になりづらい持ち運びやすさを重視している人が多いと考えます。 

音楽のサブスクリプションに「加入している」人は約７割でした。イヤホン・ヘッドホン

は全員が所持していましたが、音楽のサブスクリプションには全員が加入しているわけで

はありませんでした。そのため、音楽鑑賞以外の使用用途でイヤホン・ヘッドホンを使用し

ていることが考えられます。 

次図は上述の 10 つのポイントを踏まえ、生成 AI（ChatGPT 4o。2025 年 1 月 1

日（水）07:33）で作成したペルソナのイメージ図です。 
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 付録：調査票 
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